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人為選択の効果が著しく反映される動物の家畜化は、植物の栽培化と共に生物進化の研

究を行うための格好の題材である。本論文で出願者は、ニワトリ、特にインドネシア原産

のアヤム・セマニという品種を用い、人為選択および体内臓器と真皮における過剰メラニ

ン産生形質 fibromelanosis（Fm) という特徴的な形質の進化について集団遺伝学・分子進

化学的解析を行った。その主な結果は次のとおりである。 

１） Fm の表現型をもつ品種である烏骨鶏とアヤム・セマニには、その遺伝的要因を担

うと考えられる EDN3遺伝子周辺ゲノム領域の重複が見られる。この重複は、３０万年前

に分化し現在でも赤色野鶏で対立遺伝子として存在する二つのハプロタイプが結合し一

つのハプロタイプ上で常に二種類の遺伝子を保持することを可能にするものである。第 20

番染色体上での、この領域でのゲノム構造の類似性から烏骨鶏とアヤム・セマ二の Fmは

同一の突然変異に起因することが明らかとなった。また、このゲノム領域でのホモ接合度

を調べることにより、この突然変異は烏骨鶏とアヤム・セマ二の系統が 6600～9000年前

に分岐した後にそれぞれで独立に人為選択を受け固定したことも明らかとなった。 

２） アヤム・セマ二でのヘテロ接合度を網羅的に推定しゲノムに記された人為選択・自

然選択の痕跡を調べた。烏骨鶏や L2 品種（台湾産）のゲノム解析を同時に実施し比較す

ること、またアヤム・セマ二での単型性を確認することで、アヤム・セマ二で人為選択を

受けた可能性のある遺伝子として EGFR、NT5C1A、LOC419677 等の遺伝子を示した。

EGFRは上皮成長因子受容体として細胞の色素沈着や細胞成長の制御に関わること、また

NT5C1A および LOC419677 は卵の重さや数と遺伝的に関連していることなどから、ア

ヤム・セマ二においてこれらの形質が人為選択の対象となってきた可能性が示唆された。 

３）インドネシア、アメリカ、中国等原産の 15 系統のニワトリの第 20 番染色体の SNP

に対し主成分分析を行うことで、アヤム・セマ二等黒色の色素沈着がみられる 10 品種の

ニワトリの遺伝的な関係を調べた。その結果これらの系統はインドネシア、アメリカ、中

国等の地域毎にクラスターすることが示され、基本的には地理的に近い品種が遺伝的にも

近縁であり、これら地域間での遺伝的交流が頻繁でないことが示された。これは Fmの表

現型が烏骨鶏とアヤム・セマ二が独立に人為選択を受けたこととも一致している。またイ

ンドネシア原産で黒色の表現型をもつ品種ケドゥ・ヒタムとアヤム・セマ二には遺伝的交

流があることも示された。 

 これらの結果は、動物の家畜化過程における人為選択の重要性を示す一例となるととも

にインドネシア原産のニワトリで生じた形質の進化を語るには欠かせない知見となる。以

上により、審査委員会は、本論文が学位の授与に値すると判断した。 
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